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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２０年　11月　１２日　(水)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　上野　厚子　　記録者　相馬　亜紀子　　
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

· 11月13日に、テンキーの工事を行い、番号が変わります。番号は、WIZの掲示版にのるので間違えないようにして下さい。

· 年末調整の書類は、11月24日までに記載し総務に提出して下さい。

＜皮膚科変更患者様＞

· 山下　ヨシ様～両手にひびわれあり、アズクロ軟膏　1回／日　塗布の指示あり。　　

　　　　　　　　手洗にて洗濯を行っていることが多い為、手袋などの着用を促し皮膚状態の観察を行っていきましょう。　　　　　　　

＜皮膚科新規患者様＞

・吉田　光男様～右臀部に急性湿疹あり、オイラックス軟膏　1回／日　塗布の指示あり。

皮膚の保清、湿疹の悪化の有無を観察していきましょう。

＜受持ち患者様評価、検討＞

· 山下　ヨシ様～精神症状活発となっており、大声での独語きかれ他患者様とのトラブ　

ルがみられるようになっています。トラブルが起きそうな時にはその都度、介入しトラブルを未然に防いでいきましょう。

　　　　　　　　　

· 若松　高様～山下様とのトラブル後、距離を置くため観察室にて様子をみていますが部　　　　　

屋に閉じこもりがちとなっています。山下様に対して恐怖心を訴えていますが、スタッフが見ていることを伝えホールにて過ごして頂きましょう。　

　　　　　　　

　　　　　　　

＜生活機能回復訓練報告・検討＞

織田比佐子様～積極的にプログラム参加しています。最近の出来事を話して頂くと、自ら手をあげて発言すること多いです。体操も立って行っています。折り紙で花の飾りを作っており、家族に見せたいと意欲的に作っています。ＡＤＬが低下しないように介入し、機能の維持を図っていきます。

晴山　長司様～千葉良Ｄｒ．の指示があり、本人が大学時代に聴いていた音楽を流します。（ロック）現在音楽を準備中ですので準備できたら、まず関係が上手く取れている清川Ｎｓにお願いしますので、音楽を流してみてください。

吉田　光男様～プログラムは声掛けで穏やかに参加できています。促しで活動しますが、簡単な作業も理解が難しい様子です。また、多動ですぐに移動しようとすること多いです。立ち上がりや歩こうとすること多く、見守り・介入要しています。できることを見つけて活動へ参加して頂き、機能維持を図っていきましょう。転倒にも注意して介入していきましょう。

斉藤　数子様～プログラム中も髪を抜く行為みられます。プログラムに集中できている時には同行為みられません。活動に集中できるように介入していきましょう。

＜連絡＞

· 最近、転入してきた患者様のNMS、N－ADLの評価をお願いします。担当者のファイルに用紙を入れていますので、評価後は高橋CWまでお願いします。

＜田名部Ｄｒケースカンファレンス＞

Ｎｓ→山下ヨシ様、大声での独語聞かれ夜間も中途覚醒あり独語聞かれています。

Ｄｒ→服薬調整していきます。

Ｎｓ→松田信夫様、食事を拒否する事続いています。オヤツは多量に購入し摂取されています。

Ｄｒ→おやつも食べており、食事も全然、食べていないわけではないので少し様子をみてください。

＜もちつき大会について＞

（1）目的　　　

・季節感を味わって頂き、お餅を搗いたり食べる事により気分転換を図り、年

　末を実感して頂く。

· 皆と一緒に行事を行い、多病棟の患者様やスタッフとの交流を図る。

（2）実施日

· 平成20年12月27日(土)

（3）実施場所　実施時間

· 集会室：東･西・北・南ABユニット患者様（9：30～11:30）

· 南Dホール：南CDユニット患者様（14:00～15:00）

（4）内容

・北･西・東・南AB→集会室を会場にして参加患者様に集合して頂き、円陣を作りその中

　央で、次年の干支の患者様に餅をついて頂き、その後は希望する患者様について頂きま

　す。「のし」も希望されている患者様と一緒に行います。

･南CD→南Dユニットホールを会場にして、南C、Dユニットの患者様に集合して頂き、

　スタッフが餅つきをして見せ、患者様には餅つきの雰囲気を味わって頂き、餅つきを希

　望する患者様と一緒に杵を持ち、ついて頂きます。

　　
　　　　　　　　　　　
　　　







